
３
月
８
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
「
第
22
回
森
林
（
も
り
）
は
友
達
！

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、
受

賞
者
（
30
名
の
う
ち
28
名
出
席
）
と
保

護
者
の
方
々
等
を
合
わ
せ
、
88
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
関
東
森

林
管
理
局
管
内
の
う
ち
茨
城
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

山
梨
県
及
び
静
岡
県
に
所
在
す
る
森
林

管
理
署
、
森
林
管
理
事
務
所
及
び
高
尾

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

た
森
林
教
室
や
体
験
林
業
等
に
参
加
し

た
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
体
験

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
作
文
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理

解
や
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
「
森
林
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
」
（
一
般
社
団
法
人
東

京
林
業
土
木
協
会
と
関
東
森
林
管
理
局

東
京
事
務
所
で
構
成
）
が
毎
年
度
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
度
で
22
回

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
総
参
加
者
数

は
約
25
千
人
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
21
団
体
（
小
学
校
）
か
ら

過
去
最
高
の
１
，
９
２
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
林
野
庁
長

官
賞
に
は
、
「
森
林
と
水
と
人
間
」
と

題
し
て
、
「
森
林
と
水
と
人
間
は
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
自
分
自
身
の

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
つ

な
が
り
が
く
ず
れ
る
こ

と
を
心
配
す
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
努

力
が
こ
の
現
状
を
く
つ
が
え
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て

的
確
に
表
現
し
た
、
横
浜
市
立
谷
本
小

学
校
６
年
生
の
高
見
恵
花
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
「
森
林
と
ふ
れ

あ
う
感
動
」
「
間
伐
体
験
や
炭
焼
き
体

験
で
の
発
見
」
「
地
球
温
暖
化
防
止
や

多
様
な
生
物
の
す
み
か
と
し
て
の
森
林

の
大
切
さ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
作
品
が
受
賞
し

ま
し
た
。
（
優
秀
賞
11
作
品
、
努
力
賞

18
作
品
）

ま
た
、
寺
川
東
京
事
務
所
長
か
ら

「
木
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
ミ
ニ
森

林
教
室
が
行
わ
れ
、
「
た
く
さ
ん
本
を

読
ん
で
、
文
書
を
書
く
こ
と
が
大
切
」

「
こ
れ
か
ら
も
森
林
を
愛
し
て
、
木
を

身
近
に
、
た
く
さ
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
体
験
学

習
を
通
し
て
、
森
林
・
林
業
の
大
切
な

役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（５）平成３１年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７８号

森
林(

も
り)

は
友
達
！
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
事
務
所

受賞した高見恵花さん


